
 

 

 

 

 

 

 
 ６月にあった小学校の運動会、第 45 回厚真田舎まつりも無事に終わ

り、少し一段落。このような行事では、子どもたちが放課後児童クラブ

で見せる輝きとはまた一味違った輝きを見ることができ、とても微笑ま

しく感じました。 

 いよいよ７月に突入しました。気温も上がり、気持ちよく外に出られ

る季節になってきました。みなさんは、『夏といえば』と聞かれたら、ど

う答えますか。子どもたちに聞いてみると、以下のような意見が多く聞

かれました。 

 

 

 

 

 

 

 楽しみなことがあるというのは、とても幸せなことだと思います。夏

は、子どもたちにとっても、大人にとっても、１年に１回しかこない大

切なものだと思います。『真剣に』、『全力で』遊ぶすてきな夏にしましょ

う！でも、ケガには気を付けましょうね…。 

 

 ６月は、放課後児童クラブでもたくさんの行事がありました。今回は、

田舎まつりの振替休日に福祉センターで行ったレクリエーション活動を

紹介します。 

おひさまクラブ  

 全員で福祉センターへ移動し、最初に遊び方の説明

を聞きました。普段経験できない遊びばかりなので、

子どもたちも興味津々でした。今回特に人気があった

のは、9枚のパネルに球をぶつけて何枚あてられたか

を競う『ストラックアウト』や、得点の書かれた穴に

めがけてゴルフのように球を打つ『スカットボール』

です。それ以外にも、『ビーンボーリング』、『玉うち

バンパー』等のなじみのないものや、『竹馬』、『輪投げ』などの伝承遊び

等もあり、子どもたちは充実した時間を過ごしました。 

あおぞらクラブ  

 あおぞらクラブでは、ミニ運動会と題し、２チーム

に分かれて障害物競争を行いました。種目は、『ぐる

ぐるバット』、段ボールで作った『キャタピラー』、『風

船運び』、『積み木』、『パン食い競争』です。子どもた

ちにとっては新鮮な種目で終わった後も「もう一回や

りたい！」という声がでるほど、大盛り上がりでした。

その後、綱引きやレクリエーションゲームを行い、す

てきな思い出になりました。最後はしっかりと片づけ

を行い、高学年としての自覚を感じた 1日でした。 

 

・スイカ割りをしたい 

・海で遊びたい 

・キャンプに行って焼肉を食べたい 

・プールで遊びたい 

・お祭り行って遊びたい       などなど 
 



 

 

 ６月 22日（木）に、６月の誕生会を行いました。

誕生会の楽しみはなんといってもおやつです。今回

は、唐揚げ、枝豆、フルーチェでした。その他の活

動の様子についても紹介します。 

おひさまクラブ  

 おいしくおやつを食べた後は、体育館で体を動か

して遊ぶレクリエーションを行いました。全身を使

ったじゃんけんや二人一組になって行うリズム遊び

など、友達と一緒に元気いっぱい活動をしました。

普段、低学年全員で一緒の遊びをすることが少ない

ので、このような体験を通して『相手を思いやる気

持ち』や『仲間と作り上げる楽しさ』を感じること

ができればすてきですね。来月も楽しみです！ 

※洗い物をしてくれた５人の友達、かっこよかったです！ありがとう！ 

 

あおぞらクラブ  

 早い時間に帰ってきた子どもたちは、いつもとは

違うおやつに大興奮です。子どもたちが司会をして、

誕生日を祝うこの会は、いつもとても賑やかになり

ます。この日は、全員で『マイバラード』の合唱を

行いました。子どもたちの澄んだ歌声に感動しまし

た。 

 おやつのあとは、『うでずもう大会』を実施しまし

た。トーナメント表を作成し、みんな真剣に戦います。

優勝者は、コーディネーター、福田先生、家倉先生と

頂上決戦を行いました。勝つ喜びや負ける悔しさを感

じることで、これからもたくましく成長していくのだ

と思います。『遊びを通して学んでいく子どもたち』にまた一歩近づいた

気がします。 

７月行事予定 ※他に行事が入った場合は、掲示等でお知らせします 

7月 14日（金） 7月誕生会 

７月 28日（金） 夏のイベント 

7月 31日（月） 映画会 

 

 ６月 26日（月）には、札幌放送芸術専門学校

の学生たちが厚真町を訪問し、放課後児童クラブ

の子どもたちと交流する時間がありました。本格

的なダンスや普段関わることがないお兄さん、お

姉さんとの交流に大満足の様子でした。また厚真

町に遊びに来てほしいですね！ 

 

 放課後児童クラブで生活していて「こんなことをやりたい！」と思

うことはありますか。もしその『やりたい』という気持ちがあるのな

ら、ぜひ積極的に教えてほしいと思います。 

 せっかく毎日友達と遊ぶなら、自分たちで『やりたい』と思った遊

びができるといいですよね。ただ、ここで大切なのは『好き勝手に遊

ぶ』というのは違うということです。遊びを通して、『相手への思い

やり』『優しさ』『ルール』などを考えてほしいと思っています。みん

なの『やりたい』を応援しますよ！！ 


